
　

入
所
者
の
安
心
・
安
全
の
確
保
や
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
障
が
い
の
重
度
化
・
高
齢

化
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
「
太
陽

の
家
」
に
つ
い
て
は
、
３
年
程
前
か
ら
専

門
家
を
交
え
、
施
設
更
新
に
関
す
る
本
格

的
な
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
方
針
の
具
現
化
に
向
け
、

市
の
西
部
地
域
に
お
い
て
、
日
常
生
活
の

利
便
性
を
考
慮
し
た
移
転
候
補
地
の
選
定

に
向
け
て
更
に
議
論
を
深
め
、
令
和
２
年

度
中
の
個
別
施
設
基
本
計
画
の
策
定
を
目

指
し
、
関
係
機
関
と
の
調
整
・
連
携
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第

６
期
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
障
が

い
者
な
ど
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
新
た
な
成
果
目

標
と
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
体
制
の
整
備

方
針
を
定
め
ま
す
。

　

住
工
分
離
及
び
企
業
用
地
の
確
保
を
主

た
る
目
的
と
し
て
、
城
山
下
臨
海
土
地
造

成
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
当
事
業
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
減
災
対
策
と
し
て

も
、
早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
産
業
の
海
上
輸
送
拠
点
で

あ
る
三
島
川
之
江
港
に
つ
い
て
は
、
荷
役

効
率
性
の
向
上
を
目
的
に
、
新
た
な
荷
役

機
械
の
設
置
が
、
県
に
お
い
て
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
一
部
の
施
設
に

お
け
る
非
効
率
的
・
非
安
定
的
な
荷
役
実

態
や
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
が
課
題

と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
本
市
産
業
の
持

続
的
成
長
は
も
と
よ
り
、
大
規
模
災
害
時

に
重
要
な
復
興
拠
点
と
な
る
た
め
、
三
島

川
之
江
港
の
整
備
促
進
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
人
命
保
護
を
最
優
先
に
、
社
会

機
能
の
維
持
、
被
害
の
最
小
化
、
迅
速
な

復
旧
復
興
を
目
的
と
し
た
「
四
国
中
央
市

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
を
策
定
す
る
ほ

か
、
防
災
体
制
の
強
化
や
職
員
の
役
割
の

明
確
化
な
ど
に
よ
り
、
災
害
対
応
力
の
一

層
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
間
に
及
ぶ
避
難
所
生
活
に
お

け
る
ト
イ
レ
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
よ

り
機
能
性
の
高
い
移
動
設
置
型
ト
イ
レ
と

し
て
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
緊
急
用
ト
イ
レ

と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
災
害
時
応
援
協

定
な
ど
に
基
づ

く
被
災
地
へ
の

派
遣
や
、
平
常

時
に
は
屋
外
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に

お
い
て
防
災
意

識
の
啓
発
に
活

用
し
ま
す
。

令
和
２
年
度　

施
政
方
針

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

   
「
あ
っ
た
か
協
働
都
市
」
を
目
指
し
て

市
議
会
第
一
回
定
例
会
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
開
か
れ
、
篠
原
実
市
長
が
施
政
方
針
演
説
を

行
い
、
令
和
２
年
度
に
取
り
組
む
重
要
施
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

近
年
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大
規

模
豪
雨
災
害
や
、
近
い
将
来
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、

市
全
体
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
現

在
、
消
防
本
部
に
設
置
し
て
い
る
「
安
全
・

危
機
管
理
課
」
内
の
防
災
業
務
を
市
長
部

局
に
移
管
し
、
新
た
に
総
務
部
内
に
「
防

災
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を
設
置
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
を
始

め
学
校
や
公
民
館
、
企
業
、
関
係
団
体
な

ど
と
協
力
し
て
、
大
規
模
災
害
時
に
重
要

と
な
る
「
共
助
」
の
取
り
組
み
を
促
進
し
、

地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

篠原　実　市長

重
要
施
策

　
防
災
力
の
強
化

　
地
域
産
業
の
振
興

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

▲導入予定のトイレトレーラー



　

新
た
な
中
核
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
公
立
学
校
共
済
組
合
が
、
三
島
医
療

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
調
査
や
周
辺
の
地
盤
調

査
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
も
、
ア
ク
セ
ス
道
路
に
お
け
る

液
状
化
対
策
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

早
期
建
設
に
向
け
て
、
で
き
る
限
り
の
支

援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基

盤
道
路
と
し
て
、
市
民
生
活
の
向
上
と
産

業
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
国
道
11
号
川
之

江
三
島
バ
イ
パ
ス
は
、
国
土
交
通
省
に
お

い
て
測
量
及
び
調
査
設
計
が
行
わ
れ
て
お

り
、
早
期
の
全
線
開
通
に
向
け
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と
協
力
し
て
事
業
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
嶺
南
地
域
の
皆
さ
ま
方
や
各
会

の
代
表
者
と
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
新

法
皇
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
早

期
事
業
化
に
向
け
要
望
活
動
を
継
続
し
ま

す
。

　

ま
た
、
施
設
や
管
路
の
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
る
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
10
年
間
を
対
象
期
間
と
す
る

「
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
市
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
道
水
を
今
後
も

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
施
設
や
管
路

の
更
新
計
画
や
更
新
に
必
要
な
財
源
と
な

る
水
道
料
金
の
将
来
像
な
ど
を
示
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
新
居
浜
特
別
支
援
学
校
分

校
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
三
島
小
学
校

北
校
舎
の
改
修
が
予
定
通
り
完
了
し
、
今

後
、
分
校
部
分
を
含
め
て
東
校
舎
の
改
修

な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
並
行
し
て
施
設
の

維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
ま

す
。
開
校
と
同
時
に
、
そ
の
分
校
と
三
島

小
学
校
両
校
が
教
育
活
動
を
円
滑
に
行
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
開
校

後
は
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー
校
と
し

て
、
市
内
各
小
中
学
校
と
も
連
携
し
、
共

生
社
会
の
形
成
に
向
け
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
（
注
）
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
た
小
中
学
校
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
整
備
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

注　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
障
が
い
の
な
い
子
ど
も
が
、

共
に
教
育
を
受
け
る
こ
と

　

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
公
民
館
整
備

に
つ
い
て
は
、「
ふ
れ
あ
い
」「
学
び
」「
憩

い
」「
賑
わ
い
」

を
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
金
生
公

民
館
が
、
４
月
の

供
用
開
始
に
向
け

て
、
最
後
の
移
転

準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

歴
史
考
古
博
物
館-

高
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム-

は
、
本
市
初
の
本
格
的
な
博
物
館
と
し
て
、

４
月
11
日
の
開
館
に
向
け
て
最
終
的
な
展

示
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
館
記

念
展
示
と
し
て
、
四
国
中
央
市
の
原
点
「
宇

摩
」
を
示
す
「
馬
評(

う
ま
ひ
ょ
う)

」
の

文
字
が
刻
ま
れ
た
岡
山
県
立
博
物
館
所
蔵

の
須
恵
器
の
ほ
か
、
市
内
の
遺
跡
か
ら
の
出

土
品
な
ど
、
本
市
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
数
々
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
・
公

開
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に

は
ぜ
ひ
ご
来
館
の

上
、
本
市
の
歴
史

と
文
化
を
学
ん
で

頂
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
構
築
事
業

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、
本

市
の
魅
力
や
特
色
を
よ
り
効
果
的
に
市
内

外
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
機
能
の
充
実

な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
が

必
要
と
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
文
化
共
生
事
業
と
し
て
、
本

市
在
住
の
外
国
人
が
増
加
し
続
け
る
中
、

急
増
す
る
日
本
語
教
室
の
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
少
人
数
教
室
と
は
別
に
、
日
本

語
の
ス
ク
ー
ル
型
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
宮
地
域
が
対
象
地
域
と
な
っ

て
い
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い

て
は
、
著
し
い
人
口
減
少
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
当
地
域
の
事
業
促

進
を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
度
以
降
の

事
業
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

む
す
び

　

新
年
度
は
、
第
２
期
四
国
中
央
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
初
年
度

を
迎
え
ま
す
。
子
育
て
環
境
の
整
備
や
地
域

愛
を
も
っ
た
若
年
人
材
の
育
成
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
事
業
な
ど
、
本
市
の
地

域
課
題
に
即
し
た
地
方
創
生
事
業
を
、
産

学
官
を
始
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
教
育
環
境
の
充
実

　
拠
点
施
設
の
整
備

　
そ
の
他
の
取
り
組
み

施政方針

▲金生公民館▲歴史考古博物館 -高原ミュージアム -

▲ GIGA スクール構想実現後のイメージ


